
はじめに

この報告集は, 2022年 8月 19日, 20日の 2日間, 九州大学伊都キャン

パスにおいて行なわれた研究集会「第 14回福岡数論研究集会」の報告

集です. この研究集会は, 一部日本学術振興会科学研究費基盤研究 (S)

JP16H06336, 基盤研究 (A) JP21H04430, 挑戦的萌芽研究 JP18K18712,

挑戦的研究 (開拓) JP21K18141（研究代表者：金子昌信）の補助により

開催されました.

3年ぶりの開催となった本研究集会は, 対面と Zoom併用によるハイ

ブリッド形式での実施となりましたが, 多数の方にご参加いただき, 盛

会のうちに全日程を終了しました. 会を盛り上げていただきました参加

者の皆様ならびに興味深い講演をしていただいた講演者の皆様に, 心よ

りお礼申し上げます.
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